
自治事務 法定受託事務

■職員□一部委託 □全部委託 □指定管理 □市民ボランティア □NPO等 □その他( )

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・
・ ・
・ ・

※令和６年度は決算見込み額です。

※　人件費相当額試算は、従事職員数に平均人件費を用いて試算したものです。

本事業の
主な業務

教育委員会所管建物調査業務

教育委員会所管建物工事及び監理業務

教育委員会所管建物設計業務

決算額

国支出金

執行体制

項 目

作成日

細事業名

令和8年度

事務事業を
構成する
予算事業

0

事
業
費 地方債

年度別計画

0

・（仮称）川本複合施設
建設工事・幼稚園こども
館複合施設設計（こども
館）・文化会館屋上防水
工事　ほか

・幼稚園こども館複合施
設建設工事（こども
館）・アドニス舞台機構
設備改修工事・文化会館
屋上防水工事ほか

・幼稚園こども館複合施
設建設工事（こども
館）・アドニス舞台機構
設備改修工事・ＢＴトイ
レ洋式化工事ほか

0

0

0 0

0

0

単位：円

総事業費試算

人件費相当試算※

従事職員数（人）人件
費

20,460,849 19,624,905

20,460,849 19,624,905

2.60

事務事業評価表
１．基本事項

2.45 1.95

根拠法令
個別計画等

事業区分

目的
※何のために

施設を、利便性が高く安全・安心な建物とするため。

対象
※誰・何を対象に

区分 款

手段
※どのように

各建物所管課より依頼を受け現地調査等を行い、営繕工事の必要性や概算工事費について調査する。その後、予算化
された事業について、各課より執行委任を受け、設計、工事及び監理などの営繕工事を行う。

成果
※何を求めるか

専門知識を有する課が事業を執行することで、営繕工事が適正かつ円滑に行われる。

中項目 2 将来に向けた持続可能なまちづくり

0

事務事業

4

事業概要

２．事業費（投入コスト）

総
合
計
画

主要プロジェクト

0 0 0 0

0

0 0

区分

大項目

小項目

6

教育委員会所有施設の不具合箇所等について、各建物所管課からの依頼により調査を行い、営繕工事の必要性につい
て判断し助言を行う。その後、各課より執行委任を受けて営繕工事（設計、工事及び監理）を行うものである。

県支出金 0 0 0 0財
源
内
訳 他特定財源

一般財源

予算（現額）

0

教育委員会所管建物

0

21,319,550

21,319,550

2.50

0

0

0

令和5年度 令和6年度

16,033,370

16,033,370

令和07年06月18日(水)

令和9年度

■ □

0 0

教育施設課 担当係 施設整備係 管理番号 71211教育委員会所有建物営繕工事執行委任事務

みんなで創る協働のまち

行財政運営の推進

令和7年度

0

・（仮称）川本複合施設
建設工事・市民体育館解
体工事・花園学校給食セ
ンター解体工事　ほか

担当課

令和4年度

前年度決算額（円）



・活動実績は、見込みに沿い、か
つ投入資源に見合っているか。

（１）事業達成度評価
事業達成度評価は、意図した活動により事業目的に適う成果がでているかを評価します。
（評価基準）（A:達成している　B:おおむね達成している　C:達成していない）

A活動

評価理由・指標数値の推移

目標値の算定根拠/実績値の出所

観点別評価は、指標達成の有無の他、その達成率も勘案して総合的に評価します。
目標値の設定がないものについても、進捗状況等を踏まえA～Cの三段階にて評価します。

目標値

実績値

区分

営繕執行委任件数

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

指標名

営繕調査件数

契約工期内に完了した工事の
割合

目標値

実績値

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

３．評価指標

令和
4年度

令和
5年度

評価評価の観点区分

100.00 100.00
％

活動指標２

成果指標１

単
位

件

実績値の算出式

実績値

目標値

令和
9年度

　当課で業務量の調整が困難な執行委任事務であるが、執行依頼された案
件については現状の執行体制で全て引き受け、履行し、担当課に引き渡し
を行った。

実績値の算出式

14.00 21.00 27.00

100.00

　

　

実績値

目標値

実績値

目標値

令和
6年度

評価者 係長　小澤　啓

区分 評価の観点 評価 評価理由

効率性

・意図した成果が上がっている
か。
・指標未達成の場合は、その原因
を分析できているか。

・ICTの活用や業務改善が充分か。
  ※検証必須
・コスト面など効率的に執行できてい
るか。
・民間委託や他事業との統合・連携が
可能か。

　監理委託費を予算計上していたアドニス舞台機構設備改修工事監理業
務、Ｒ６市民文化会館屋上防水改修工事監理業務については専門業者に委
託せず、職員による直営監理としたが良好に工事を完成させることができ
た。職員のスキルが向上しており効率的な事業を行うことができている。

A

A

　全ての案件を予算内かつ工期内で完成（繰越事業については予定進捗ど
おり）させ、執行委任元の事業活動の遂行に務めた。

成果

（２）事業効率性評価
事業効率性評価は、執行体制や手段など効率的に事務事業を執行しているかを評価します。
（評価基準）（A:効率的である　B:高める余地あり　C:効率的でない）

評価者 係長　小澤　啓

４．観点別評価

目標値

実績値

目標値

実績値の算出式

執行委任に適切に対応する必要があるため、目標値を１００％に設定している。　/　工期内完了工事件数／委任件数

100.00

100.00 100.00

目標値の算定根拠/実績値の出所

活動指標１
実績値

各建物所管課からの依頼によるため、目標値を設定できない。　/　当該年度実績

　

令和
7年度

令和
8年度

21.00

件

12.00

各建物所管課からの依頼によるため、目標値を設定できない。　/　当該年度実績

21.00


